
取
水
・
導
水
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
取
水
・
導
水
に
対
す
る
不

安
を
与
え
な
い
こ
と
が
不
可
欠
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
思
川
開

に
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

取
水
・
導
水
が
河
川
水
を
利
用
し

発
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
感
謝

て
い
る
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

し
な
い
こ
と
と
水
量
が
不
足
す
る

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

と
き
に
は
南
摩
ダ
ム
か
ら
貯
留
水

昨
年
は
、
大
谷
川
分
水
の
中
止
に

る
方
が
着
実
な
生
活
再
建
を
進
め
る

を
戻
す
効
用
に
つ
い
て
十
分
ご
理

伴
う
新
た
な
事
業
計
画
案
が
ま
と
ま

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
移
転
関
係
者

解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
参
り

り
、

月

日
に
は
、
南
摩
ダ
ム
建

の
皆
様
と
の
個
別
契
約
を
本
格
化
さ

ま
す
。
さ
ら
に
関
係
者
の
理
解
を

12

16

設
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
に
関
す
る

せ
る
と
共
に
、
集
団
移
転
地
の
造
成

得
つ
つ
、
新
た
に
導
水
路
、
取
水

協
定
書
調
印
式
を
執
り
行
う
こ
と
が

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
再
建
対
策
を

・
放
流
工
の
用
地
交
渉
に
着
手
し

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
水

最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
事
業
を

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

ま
た

。

、

南
摩
ダ
ム
建
設
予
定
地
の
水
没
対

て
鋭
意
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
８
月

南
摩
ダ
ム
絶
対
反
対
室
瀬
協
議
会
」

没
関
係
者
の
ご
理
解
と
栃
木
県
及
び

進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
未
だ
事

南
摩
ダ
ム
に
よ
っ
て
水
没
す
る
県

象
者
で
組
織
さ
れ
る
「
南
摩
ダ
ム
補

日
に
合
意
し
た
こ
と
を
受
け
て
行

（
廣
田
義
一
会
長
、

世
帯
）
に
対

鹿
沼
市
関
係
当
局
の
方
々
の
ご
尽
力

業
に
対
す
る
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な

道
の
付
替
計
画
に
つ
い
て
、
栃
木

１０

13

償
交
渉
委
員
会

（
駒
場
久
遠
委
員

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
て
も
引
き
続
き
事
業
に
対
す
る
協

の
賜
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

い
ダ
ム
サ
イ
ト
直
下
流
の
室
瀬
地
区

県
と
協
議
を
本
格
化
さ
せ
て
参
り

」

長
、

世
帯
）
と
公
団
と
は
、
平
成

調
印
後
、
南
摩
ダ
ム
補
償
交
渉
委

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

す
。
特
に
、
長
年
ご
心
労
を
お
掛
け

の
方
々
に
は

新
た
な
提
案
を
含
め

ま
す
。

、

、

78
年

月

日
に
「
思
川
開
発
事
業

員
会
の
駒
場
委
員
長
は
、
地
元
を
代

ま
す
。

し
た
交
渉
委
員
会
の
皆
様
方
よ
り
、

引
き
続
き
話
し
合
い
を
求
め
て
い
く

本
年
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご

１３

１２

１６

南
摩
ダ
ム
建
設
に
伴
う
損
失
補
償
基

表
し
て
「
先
祖
か
ら
伝
承
し
た
故
郷

先
祖
伝
来
の
財
産
を
私
ど
も
の
事
業

所
存
で
す
。

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

準
に
関
す
る
協
定
書
」
の
調
印
を
行

を
失
う
こ
と
と
な
る
が
、
犠
牲
者
で

い
ま
し
た
。

は
な
く
協
力
者
と
信
じ
、
断
腸
の
思

水
に
か
か
わ
る
日
常
生
活
の
認
識
を

調
印
式
は
、
栃
木
県
鹿
沼
市
内
の

い
で
ダ
ム
を
容
認
し
た
。
環
境
に
優

新
た
に
し
、
子
々
孫
々
ま
で
後
願
の

施
設
で
行
わ
れ
、
地
元
関
係
者
を
始

し
い
自
然
を
大
事
に
し
た
ダ
ム
に
な

憂
い
な
き
様
努
力
し
て
ま
い
り
ま

め
と
す
る
来
賓
の
方
々
約
２
５
０
名

る
こ
と
を
希
望
す
る

」
と
挨
拶
さ

昨
年
十
二
月
十

す
。

調
印
式
当
日
は
、
調

。

が
見
守
る
中
、
福
田
昭
夫
栃
木
県
知

れ
、
構
想
発
表
以
来

年
あ
ま
り
に

六
日
、
栃
木
県
福

査
開
始
か
ら
多
く
の
困

37

事
並
び
に
阿
部
和
夫
鹿
沼
市
長
立
会

亘
っ
た
苦
難
の
気
持
ち
を
如
実
に
語

田
知
事
、
鹿
沼
市

難
と
曲
折
を
経
て
、
そ

の
も
と
駒
場
久
遠
委
員
長
と
近
藤
徹

ら
れ
ま
し
た
。

阿
部
市
長
立
会
い

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割

水
資
源
開
発
公
団
総
裁
が
協
定
書
に

今
後
は
、
南
摩
ダ
ム
に
よ
り
水
没

の
も
と
、
水
資
源

を
果
た
し
た
顔
、
顔
、

そ
れ
ぞ
れ
署
名
捺
印
し
ま
し
た
。

す
る
こ
と
と
な
る
関
係
者
の
生
活
再

公
団
と
思
川
事
業
南
摩
ダ
ム
建
設
に

新
し
い
年
を
迎

顔
が
一
堂
に
会
し
、
大
き
な
節
目
を

今
回
の
協
定
書
調
印
は
、
平
成

建
の
た
め
の
補
償
契
約
を
開
始
す
る

伴
う
損
失
補
償
基
準
協
定
書
に
調
印

え
、
謹
ん
で
お
慶

迎
え
た
と
い
う
実
感
を
共
有
し
た
一

１３

年
５
月

日
に
提
示
し
た
南
摩
ダ
ム

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
今
な
お
、
反

ま
さ
に
水
没
地
区
住
民
三
十
七
年
の

び

申

し

上

げ

ま

日
と
な
り
ま
し
た
。

３０

建
設
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
に
つ
い

対
し
て
い
る
南
摩
ダ
ム
直
下
流
の
「

集
大
成
そ
の
も
の
で
す
。
先
祖
が
育

す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
地
元
住
民
が
時

み
守
り
継
承
し
た
故
郷
を
失
う
現
実

昨
年

月

日

代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
「
上
流
と

12

16

は
、
私
達
の
み
の
心
労
で
な
く
下
流

に
思
川
開
発
事
業
南
摩
ダ
ム
建
設
に

下
流
の
共
存
共
栄
」
に
公
共
事
業
の

ユ
ー
ザ
ー
、
特
に
水
資
源
公
団
総
裁

伴
う
損
失
補
償
基
準
に
関
す
る
協
定

原
点
を
見
出
だ
し
、
優
れ
た
リ
ー
ダ

の
当
日
の
挨
拶
こ
そ
、
事
業
の
必
要

書
へ
の
調
印
が
整
い
ま
し
た
こ
と
を

ー
の
も
と
団
結
と
自
ら
の
操
舵
に
よ

性
の
現
実
と
正
面
に
向
か
い
合
い
ダ

大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

る
「
納
得
」
を
見
出
だ
し
た
こ
と
に

ム
容
認
決
断
し
た
私
た
ち
を
思
う
心

こ
れ
を
機
に
、
移
転
対
象
者
の
生

尽
き
ま
す
。
今
後
は
、
避
け
て
通
れ

と
、
必
要
と
す
る
下
流
ユ
ー
ザ
ー
の

活
再
建
に
つ
き
ま
し
て
、
新
た
な
段

な
い
も
う1

つ
の
側
面
で
あ
る
上
下
流

安
全
か
つ
安
心
な
生
活
の
確
保
の
責

階
へ
と
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

の
利
害
の
調
整
に
関
係
者
が
一
丸
と

務
今
日
に
有
り
総
裁
の
温
情
感
涙
を

た
。
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
充
実

な
っ
て
取
組
み
、
誤
り
な
き
生
活
再

私
達
水
没
住
民
一
人
な
り
と
も
終
生

し
た
生
活
再
建
と
水
源
地
域
の
振
興

建
と
ダ
ム
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た

忘
れ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

に
資
す
る
た
め
、
水
資
源
開
発
公
団

と
言
え
る
地
域
振
興
が
達
成
さ
れ
る

私
達
は
明
日
に
向
い
今
日
の
全
て

及
び
地
元
鹿
沼
市
と
協
力
し
な
が
ら

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
生
活
再
建

一
層
の
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
お

に
、
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
載
き

り
ま
す
。

団
結
し
調
印
式
に
出
席
下
さ
っ
た
皆

今
後
と
も
皆
様
の
さ
ら
な
る
御
理

様
に
恥
じ
ぬ
様
一
人
の
落
後
者
も
な

解
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

く
二
十
一
世
紀
、
水
の
世
紀
に
向
い

す
。

南
摩
ダ
ム
補
償
交
渉
委
員
会

委
員
長

駒
場

久
遠

栃
木
県
企
画
部
水
資
源
対
策
室

室
長

高
瀬

忠
男

鹿
沼
市
企
画
部
水
資
源
対
策
室

室
長

古
澤

正
己

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

思
川
開
発
建
設
所
長

青

江

淳

思
川
だ
よ
り

南摩ダム予定地
（右後方は男体山） 
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か
ら
南
摩
ダ
ム
へ
の
導
水
取
水
条
件

や
南
摩
ダ
ム
か
ら
黒
川
へ
の
逆
送
補

給
の
遵
守
が
常
時
わ
か
る
よ
う
、
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

南
摩
ダ
ム
水
没
関
係
者
は

年
以

30

平
成

年

月

日
に
、
思
川
開

で
現
地
の
意
見
の
聴
取
図
る
こ
と
」

上
に
わ
た
り
ダ
ム
問
題
に
翻
弄
さ
れ

（
そ
の
１
）

13

11

22

発
事
業
検
討
会

西
谷
隆
亘
委
員
長

と
の
付
帯
を
意
見
を
受
け
て
設
置
さ

て
き
た
。
苦
渋
の
決
断
の
結
果
、
南

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ

か
ら
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

れ
た
思
川
開
発
事
業
検
討
会

以
下

摩
ダ
ム
建
設
を
容
認
さ
れ
た
情
況
を

（

、

長
お
よ
び
水
資
源
開
発
公
団
総
裁
宛

「
検
討
会
」
と
い
う

）
は
、
平
成

十
分
認
識
し
て
、
事
業
者
は
水
没
関

事
業
者
は
今
回
提
示
の
あ
っ
た
事

。

に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

年
８
月
４
日
の
第
１
回
、

月
１

係
者
の
生
活
再
建
に
向
け
て
必
要
な

業
費
の
範
囲
内
で
事
業
が
完
了
で
き

11

10

水
資
源
開
発
公
団
と
し
て
は
、
こ

日
及
び
２
日
の
現
地
視
察
、
平
成

措
置
を
早
急
に
講
ず
る
こ
と
。

る
よ
う
、
万
全
を
期
し
、
更
な
る
コ

12

の
意
見
書
の
内
容
を
真
撃
に
受
け
と

年
１
月

日
の
第
２
回
検
討
会
開
催

完
成
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
ダ

ス
ト
縮
減
に
取
り
組
む
こ
と
。

環
境
庁
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に

13

め
、
事
業
を
進
め
る
上
で
十
分
参
考

以
来
中
断
し
て
い
た
。
平
成

年
２

ム
建
設
は
水
没
関
係
者
の
生
活
や
地

よ
る
と
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
絶
滅

の
危

13

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

月
７
日
開
催
の
第
３
回
検
討
会
で

域
社
会
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

険
が
増
大
し
て
い
る
種
）
に
分
類
さ
れ

い
ま
す
。
意
見
書
の
全
文
を
掲
載
し

は
、
大
谷
川
分
水
中
止
と
い
う
事
業

事
業
者
は
栃
木
県
等
関
係
者
と
十

て
い
る
貴
重
な
植
物
で
す
。

ま
す
。

内
容
の
縮
小
変
更
案
の
報
告
を
、
ま

分
協
議
し
、
水
没
関
係
者
の
生
活
や

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
に
属
し
、
早
春
の
頃

た
、
５
月
の
栃
木
県
の
意
向
表
明
を

地
域
に
必
要
な
水
源
地
対
策
が
適
切

に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
セ
ツ
ブ
ン

受
け
た
同
年

月
９
日
第
４
回
検
討

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ

関
東
地
方
整
備
局
は
今
後
の
河
川

ソ
ウ
と
言
う
名
が
付
い
て
い
ま
す
。

10

会
で
は
、
事
業
変
更
案
の
説
明
を
事

と
。

行
政
の
展
開
に
あ
た
り
、
ダ
ム
や
堤

公
団
の
調
査
で
は
、
河
川
沿
い
や
、

務
当
局
か
ら
受
け
た
。
今
般

月

防
な
ど
の
河
道
施
設
の
み
な
ら
ず
、

林
縁
（
林
の
き
わ
）
に
お
い
て
、
南
摩

11

11

日
に
そ
の
案
に
対
す
る
公
聴
会
及
び

そ
れ
ら
施
設
と
一
体
と
な
っ
た
流
域

ダ
ム
の
上
流
で

ヶ
所
、
下
流
で

ヶ

33

13

平
成

年

月

日
開
催
の
関
東

第
５
回
検
討
会
を
開
催
し
た
。

全
体
で
対
応
す
る
総
合
的
な
治
水
・

所
の
生
育
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

10

11

30

地
方
建
設
局
事
業
評
価
監
視
委
員
会

以
下
に
、
５
回
に
わ
た
り
開
催
し

利
水
・
環
境
施
策
の
検
討
を
進
め
る

思
川
開
発
事
業
で
は
、
こ
の
よ
う
な

（
第
２
回
）
に
お
け
る
「
河
川
整
備

た
検
討
会
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
報

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

写
真
の
か
わ
い
ら
し
い
花
を
咲
か

貴
重
な
植
物
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
影

計
画
の
策
定
・
変
更
の
手
続
き
の
中

告
す
る
。

治
水
利
水
の
両
面
か
ら
、
事
業
に

特
に
、
利
水
に
関
し
て
は
、
社
会

せ
て
い
る
の
が
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
で

響
を
回
避
す
る
な
ど
の
環
境
対
策
を
実

絶
対
反
対
を
主
張
す
る
室
瀬
地
区
の

的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
、

す
。

施
し
て
い
き
ま
す
。

方
々
を
は
じ
め
事
業
の
必
要
性
を
疑

節
水
、
水
の
循
環
利
用
、
再
利
用
な

問
視
す
る
方
々
が
お
ら
れ
る
こ
と
か

ど
水
資
源
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る

ら
、
事
業
者
は
事
業
の
必
要
性
と
今

こ
と
と
並
行
し
て
健
全
な
水
循
環
の

後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
引
き

保
全
を
図
り
、
適
正
な
地
下
水
利
用

続
き
関
係
者
に
十
分
説
明
し
理
解
を

や
水
利
権
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と

平
成

年

月

13

12

1

得
る
努
力
を
し
て
い
く
責
任
が
あ

を
期
待
す
る
。

日
で
着
任
し
た
職

る
。

ま
た
、

世
紀
に
相
応
し
い
水
利

員
を
紹
介
し
ま
す
。
か
っ
こ
は
内
は

21

な
お
、
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ

用
と
し
て
、
暫
定
水
利
権
を
安
定
水

旧
所
属
を
示
し
ま
す
。

て
は
、
慎
重
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

利
権
に
す
る
必
然
性
に
つ
い
て
は
、

る
。

水
利
権
と
渇
水
調
整
の
あ
り
方
を
研

第
二
用
地
課

課
長
・
手
柴
八
州
生

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
思
川
第
一
用
地
課
）

長
年
、
暫
定
水
利
権
の
ま
ま
で
推

移
し
て
い
る
場
合
、
渇
水
時
の
渇
水

第
一
用
地
課

係
長･

松
本
徳
幸

南
摩
ダ
ム
が
環
境
に
与
え
る
負
荷

調
整
協
議
に
よ
り
事
態
を
切
り
抜
け

（
本
社
秘
書
室
）

を
で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る
よ
う
、

得
る
可
能
性
、
あ
る
い
は
社
会
の
耐

事
業
者
は
鳥
類
を
含
む
動
物
や
植
物

渇
水
力
（
渇
水
許
容
度
、
渇
水
対
応

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

な
ど
の
自
然
環
境
へ
の
配
慮
を
怠
ら

の
硬
直
化
）
の
調
査
研
究
を
今
後
も

上
げ
ま
す

な
い
こ
と
。
樹
林
帯
の
整
備
と
流
域

引
き
続
い
て
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

全
体
の
森
林
保
全
、
ま
た
、
希
少
種

る
。

の
み
な
ら
ず
そ
れ
ら
以
外
の
動
植
物

の
保
護
に
も
十
分
関
心
を
払
う
こ

と
。

こ
の
紙
面
を
と
お
し
て
事
業
の
さ

ま
ざ
ま
な
動
き
を
分
か
り
易
く
皆
さ

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
は
、

ま
に
お
伝
え
し
て
い
こ
う
と
努
力
す

思
川
開
発
事
業
に
と
っ
て
大
き
な
節

る
所
存
で
す
。

下
流
水
利
用
者
の
不
安
解
消
の

目
の
年
で
し
た
が
皆
さ
ま
は
い
か
が

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

た
め
、
事
業
者
は
黒
川
及
び
大
芦
川

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

げ
ま
す
。

思
川
開
発
事
業
検
討
会
か
ら
意
見
書
が
だ
さ
れ
る

生
活
再
建
の
早
急
な
実
施
と

水
源
地
対
策
の
適
切
な
実
施

思
川
開
発
事
業
検
討
会
意
見
書

事
業
関
係
者
の
理
解
を
得
る
一

層
の
努
力

環
境
負
荷
の
低
減

取
水
条
件
等
の
遵
守

コ
ス
ト
縮
減
へ
の
取
り
組
み

世
紀
に
相
応
し
い
治
水
・
利

21
水
・
環
境
施
策
の
検
討

人
事
異
動

編

集

後

記

本紙は再生紙を使用しています－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所

皆様と思川開発建設所とを結ぶネットワーク

意見書のとりまとめを行なった第５回検討会
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